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★2013 年 11 月から右翼が大量・執拗に押しかけ、2014 年に元右翼の売名家＝ 

 竹内社長が提訴し、それに門真市共産党の活動家達（住みよい門真市をつく 

 る会）が乗っかって参加し、右翼や親維新市議らが同調して騒ぎ立てた 

 「トポス補償イチャモン訴訟」が、2018 年 12/14 最高裁決定でついに終了！ 

◆騒動発生から 5 年超、醜悪な「イチャモン連合」の宣伝・主張がデタラメな 

 言いがかりに過ぎなかった事が最高裁決定で確定したが、「デマ宣伝や右翼 

 の横行」、「門真市共産党の愚劣化」、「園部市長の急死と維新・宮本市長誕 

 生」など、門真市に残した傷跡は深い。 

●最大の受益者は市長になれた維新・宮本とその一派！ 

●２番めの受益者は、右翼野放し・右翼と野合で「正義の味方」ヅラを 

 して、ずっと市民を騙したまま票集めを続けている門真市共産党！ 
  
▲「これは園部市政転覆の謀略だ！」と本質を見抜いて右翼と闘い、啓 

 発し続けた戸田は「裏で金をもらっている」等のデマ宣伝を激しく流 

 され、2015 年市議選で票を減らす大損害！▲園部市長は無念の病死！ 


